
管楽器リペア科って… 

どんなことをするの? 

クラシックやジャズ、吹奏楽など様々な⾳楽で使⽤さ
れることの多い管楽器。それらをお客様の要望通りに
修理し、仕上げられるよう毎⽇学んでいます。⾦管３
種(トランペット・トロンボーン・ホルン)、⽊管３種
(クラリネット・フルート・サックス)のリペア技術を
学んでいます。 
今回は⽊管楽器の実習について紹介していきます。 
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⽊管楽器の実習を 
詳しくご紹介!! 

１年⽣の授業では、⽊管楽器の基本的な修理⽅法
を段階的に学んでいます。現在、クラリネット修
理の実習を終え、フルート修理について学んでい
ます。それが終わると次はサックス修理の実習が
待っています。 
覚えることが多く、時には作業についていけず悩
んでしまうこともありますが、先⽣⽅の⼿厚いサ
ポートのおかげで解決できました。 

木管楽器の実習を 

のぞいてみましょう！！ 

学ぶ上で悩みや失敗はつきものです。しかし、それらをそのまま
にせず、解決するまで教えて下さる先⽣がたくさんいます。 
１年⽣の⽊管楽器の実習を主に教えて下さるのは井野礼菜先⽣で
す。笑顔がとても可愛らしくハキハキとしているので授業の雰囲
気もとても明るく楽しいです。 
井野先⽣の他にもサポートしてくださる先⽣⽅がいます。第⼀線
で活躍されている⽅にも教えていただけるので、現場のことや経
験談を聞くことができ、充実しています。 

先生を 

ＰＩＣＫ ＵＰ！！ 
 

1 人 1 台の作業台で集中して実習 

 

フルートのタンポを

調整しています。 

実習は段階的に進ん

でいきます。 

⼯具の扱
い⽅や部

品名称も
理解して

いきます
。 



〜学⽣からの声〜 

「不器⽤だけど⼤丈夫かな？」「授業中の雰囲気はどうかな？」
など、皆さんの疑問が少しでも解決できるように、本校の先⽣、
学⽣から授業の様⼦を聞いてみました!! 

 
先⽣や学⽣の声を 

聞いてみました！！ 

〜先⽣からの声〜 
 

《⽊管楽器の実習の雰囲気は？》 
・クラスのみんなが積極的に意⾒を交換し合い、活発な雰囲気です。 
・メリハリがあり、実習以外は和気あいあいとしています。 
・熱⼼に楽器と向き合える環境で、先⽣との距離が近いです。 

《学⽣の成⻑した点は？》 
・少しでも疑問があれば質問してくれるようになり、意欲的に取り組 

んでいます。 
・不器⽤な学⽣もいますが、⼯具の扱い⽅から体系的に学ぶので、し 

っかりと技術が⾝についてきました。 
・作業に慣れてきましたが、課題を発⾒し集中して取り組んでいます。 

《⽊管楽器の修理をするうえで⼤切にしていること
は？》 
・作業⼯程や楽器の構造を理解して作業を⾏うことです。 
・お客様が満⾜していただけるような仕上がりを意識しています。 
・どんな作業でも精度・スピードを⾼めることです。 

《⽊管楽器の実習で学んだことや発⾒したことは？》 
・タンポの状態やキィのバランスなど、細かい箇所も注意して⾒ることが 

できるようになりました。 
・同じ作業を何度も繰り返し⾏い、覚えることの⼤切さを実感しています。 
・修理⽅法が様々あり、楽器の状態により⽅法を変えることができるよう 

になりました。 
・プレイヤー⽬線ではなく、職⼈⽬線で冷静に修理を⾏えるようになりま 

した。 

クラス担任制 

だから安⼼︕ 


